
 

令 和 ４ 年 度 

京都市立西院中学校 

校 是 ＜最高経営理念＞ 

夢から志へ ～ 

志確かに“今より生きる！” 
教育目標 

○ 広い視野をもち，多様な価値観を大切にし，自らの生き方や社会の在り方を創造していくこ

とができる人間の育成                       （キャリア教育） 

○ 常に学ぶ姿勢を大切にし，将来にわたって，豊かにたくましく生き抜くことができる人間の

育成                                 （学力向上） 

○  礼節を重んじ，自他の存在を尊重し，命を何よりも大切に生きていくことができる人間の育成 

（道徳教育・人権教育） 

 

めざす子ども像 

○ すべての学びを生き方に照らして捉えることができる子ども     “未来を生きる！” 

○ すべての学びを“生きてはたらく力”にまで高め，蓄え，自分の力として発揮することがで

きる子ども                         “自分らしく生きる！” 

○ 相手の立場や自分との違いを認め合いながら，仲間を信頼し，協働することができる子ども 

“人と共に生きる！” 

 

【西院小中一貫行動目標】“西院の子 心をつなぐ５つの約束” 

 １．心のかよった元気なあいさつ 

 ２．素直な心で，“ありがとう”“ごめんなさい” 

 ３．学びの場を大切にする心 

 ４．心でつながり，聞き,話す 

 ５．“夢いっぱいの心”から “志あふれる心”へ   

 



 

【学校教育目標を達成するための重点】 

“どんなに困難な生育過程や家庭環境，社会的背景があろうとも， 

最後までその子の教育と育ちを諦めない！” 

～未来ある子どものために！負の連鎖を断ち切るために！～  

 

＊ キャリア教育の充実 

① すべての取組が“生き方”にはたらく教育（学習）活動の推進 

② 自らの未来を展望するための進路学習・ファイナンスパーク事業・生き方探究チャレ 

ンジ体験事業などの取組の推進 

 

＊ 学力の向上の取組の充実 

  ① 求められる資質と能力を確かに自分のものにできる授業の創造 

  ② 主体的で対話的な学びを引き出し，深い学びに導くことができる授業の創造 

 ③ 生徒自らが課題を設定し，解決のために学び深めていくことができる探究活動の推進 

  ③ 伝え合い，認め合い，正しく批判し合う，言語活動の推進 

 

＊ 道徳教育・人権教育の充実 

① すべての取組において，自分と仲間,そしてすべての人間を大切に思い,尊重できる教 

育（学習）活動の推進 

② 高い倫理観と差別を許さない人権感覚を身につけ,正しく判断し,行動する生徒の育成 

 

＊ 思う存分に力を蓄え,発揮できる心身を育む指導の充実 

① 基本的生活習慣の確立と自立した生活を送ることができる生徒の育成 

② 心豊かな学校生活・家庭生活を計画的・創造的に過ごすことができる生徒の育成 

③ 心身ともに健康であることの大切さを感じ，健康・体力の増進に努めることが 

できる生徒の育成 

 

 

 

 



 

＊ 「自主企画・自主運営」での生徒活動の充実 

  ① 「自主企画・自主運営」を実践できる力を身につけ，主体的・協働的に取組に参画する生徒 

の育成 

  ② 生徒会を中心に, すべての生徒の力による自治による活動の推進 

 

【生徒会スローガン】 

進め！ 
～新たな自分へ～ 

 

 

 

 
 

 

めざす教職員像 

○ 子どもへの愛情や慈しむ心を大切に，一人一人の生徒と向き合う教職員 

○ 自らに求められる資質と能力，指導力を磨き，日々授業改善に努める教職員 

○ 目標と見通しを明確にし，効果的展開をもって，教育活動を実践する教職員 

○ 自らの成長と他者への貢献のために，努力・挑戦をし続け，生徒の手本と成り得る 

教職員 

 

めざす学校像 

“すべての生徒・教職員にとって幸福度ナンバーワンの学校” 

○ “おかえりなさい”の気持ちで朝出会い，一日を安心して過ごせる家庭的な学校 

○ みんなで協働して，一つのことに充実感をもって取り組める学校 

○ みんなが心も身体も元気で，活き活きと過ごすことができる健康的な学校 

第７６期 生徒会本部からのアピール： 

 

このスローガンには，生徒 1 人 1 人が進んで取り組んでいくことで、新たな自分を見つけよう！ 自分

で考えて行動できるようになろう！という意味を込めています。また、コロナで多くの行事が中断されま

したが、私たちはその以前の西院中学校の様子を知りません。これから始まる新たな取り組みを通して、

西院中学校生徒会が代々受け継いてきた『自主企画・自主運営』を実現していきたいです。 

  

  

 

 

 


